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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第58回

役
割
・
機
能
の
最
適
化
と
連
携
の
強
化

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か

　
「
役
割
・
機
能
の
最
適
化
と
連
携
の
強
化
」は
、
今

回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
最
も
重
視
さ
れ
て
い
る
項
目

で
あ
る
。「
役
割
・
機
能
の
最
適
化
と
連
携
の
強
化
」

は
、
過
去
２
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
「
再
編
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
」
と
比
べ
、
病
院
や
経
営
主
体
の
統
合

よ
り
も
、
病
院
間
の
役
割
分
担
と
医
師
派
遣
な
ど
に

よ
る
連
携
強
化
に
主
眼
を
置
い
た
概
念
と
さ
れ
る
。

今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
病
院
の
統
合
再
編
と
い

う
言
葉
は
前
面
に
立
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
都
市

部
の
急
性
期
病
院
の
統
合
再
編
に
よ
る
医
療
提
供
体

制
の
拡
大
は
、
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
や
新

興
感
染
症
へ
の
対
応
の
視
点
か
ら
も
、
必
要
性
は
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
一
方
、
地
方
に
あ
る

中
小
病
院
は
、
地
域
の
高
齢
者
の
身
近
な
医
療
機
関

で
も
あ
り
、
無
理
に
統
合
す
る
と
弊
害
も
多
い
と
考

え
る
。

　

地
方
の
中
小
自
治
体
病
院
は
ど
の
よ
う
に
役
割
・

機
能
の
最
適
化
と
連
携
の
強
化
に
取
り
組
む
べ
き

か
。
地
方
の
中
小
病
院
の
役
割
・
機
能
の
最
適
化
に

つ
い
て「
ダ
ウ
ン
サ
イ
ズ
」と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る

こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
人
口
減
少
、
働
く
場
の
不

足
、
医
療
者
の
不
足
に
苦
し
む
地
方
の
病
院
が
、
ダ

ウ
ン
サ
イ
ズ
を
強
要
さ
れ
る
の
は
納
得
が
い
か
な

い
。
筆
者
は
、
医
療
の
地
域
格
差
を
な
く
す
た
め
、

医
療
提
供
の
質
を
高
め
る「
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」で

あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

医
療
の「
砦（
と
り
で
）」論 

　

地
域
の
存
続
を
考
え
て
い
く
た
め
に
は
、
単
純
に

地
方
の
中
小
病
院
を
無
く
す
の
で
は
な
く
、
限
ら
れ

た
医
師
数
の
中
で
医
療
提
供
機
能
を
絞
り
、
維
持
・

機
能
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
筆
者
は
、
こ

の
よ
う
な
地
方
の
病
院
を
地
域
医
療
の
「
砦
（
と
り

で
）」
機
能
と
呼
ん
で
い
る
。「
砦
」
は
、
戦
国
時
代
の

「
砦
」を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
図
の
よ
う
に
、
拠
点

病
院
に
医
師
を
集
め
、
広
域
に
お
け
る
高
度
急
性
期

機
能
を
担
う
。
中
小
病
院
は
地
域
に
お
け
る
医
療
の

「
砦
」と
な
り
、
立
地
す
る
地
域
の
医
療
を
守
る
。
中

小
病
院
は
、
拠
点
病
院
へ
手
術
や
重
症
の
患
者
を
送

り
、
拠
点
病
院
か
ら
の
療
養
が
必
要
な
患
者
を
受
け

入
れ
る
。
中
小
病
院
は
高
齢
者
の
看
取
り
が
多
く
、

死
亡
退
院
の
比
率
が
高
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
地
方
の

中
小
病
院
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
地
域
の
高
齢
者
が

亡
く
な
る
場
所
を
失
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。「
砦
」
は

一
つ
だ
け
あ
る
の
で
は
な
く
、
地
理
的
条
件
の
中
で

複
数
存
在
し
て
い
た
方
が
、
面
と
し
て
地
域
全
体
の

医
療
提
供
力（
防
御
力
）が
上
が
る
。「
砦
」は
提
供
す

る
医
療
を
絞
り
つ
つ
も
、
地
域
医
療
の「
主
体
」と
し

て
面
と
し
て
の
医
療
を
守
る
も
の
で
あ
り
、
地
方
の

自
治
体
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
を

ど
の
よ
う
に
作
る
か　
そ
の
２
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西
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病
院
の
納
得
を
得
や
す
い
議
論
と
考
え
る
。

医
師
・
看
護
師
等
の
雇
用
の
確
保
を 

ど
の
よ
う
に
行
う
か

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、「
医
師
・
看
護
師
等
の
確

保
と
働
き
方
改
革
」の
項
目
と
し
て
、
病
院
の
役
割
・

機
能
を
果
た
す
た
め
、
医
師
・
看
護
師
等
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
２
０
２
４（
令
和
６
）年
度
か
ら
、
時

間
外
労
働
規
制
が
開
始
さ
れ
る
医
師
の
働
き
方
改
革

に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
医
療
者
の
雇
用
確
保
の
前
提
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
点
に
配
慮
す
べ
き
か
。
職
員
雇
用

に
つ
い
て
は
、「
経
営
の
効
率
化
」
の
項
目
の
「
病
院

の
数
値
目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
」
で
、

「
病
院
事
業
に
お
い
て
は
、
単
な
る
人
件
費
の
抑
制
・

削
減
で
は
収
益
改
善
に
つ
な
が
ら
ず
、
む
し
ろ
積
極

的
に
医
師
・
看
護
師
等
を
確
保
す
る
こ
と
で
収
益
改

善
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
べ

き
で
あ
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
診
療
報
酬

体
系
で
は
、
医
師
や
看
護
師
、
そ
の
他
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
配
置
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
基
本
料
が
上

が
り
、
医
療
加
算
が
認
め
ら
れ
、
収
入
増
が
図
ら
れ

る
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
る
。
職
員
を
雇
用
す
れ
ば

収
益
が
上
が
り
、
収
益
で
さ
ら
な
る
投
資
が
可
能
に

な
る
。

　

し
か
し
、
か
な
り
の
自
治
体
関
係
者
は
こ
の
こ
と

を
理
解
せ
ず
、「
職
員
数
は
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ

ど
良
い
」と
い
う
地
方
自
治
体
の「
常
識
」（
医
療
の
世

界
で
は
「
非
常
識
」）
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
病
院
経

営
を
考
え
な
い
人
員
配
置
の
抑
制
は
、
結
果
と
し

て
、
収
益
の
伸
び
を
抑
え
る
こ
と
に
な
る
。
地
方
独

立
行
政
法
人
化
は
、
職
員
定
数
の
枠
か
ら
外
れ
、
職

員
採
用
を
弾
力
化
で
き
る
こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
と
考
え
る
。
人
手
が
い
な
け
れ
ば
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
新
興
感
染
症
に
対
応
で
き
な

い
。
非
常
時
へ
の
対
応
の
観
点
か
ら
、
あ
る
程
度
の

余
裕
を
持
っ
た
人
員
配
置
が
必
要
と
な
る
。
な
お
、

医
療
人
材
不
足
に
悩
む
地
方
の
中
小
病
院
で
、
医
師

以
外
の
医
療
職
員
に
対
し
、
初
任
給
調
整
手
当
を
創

設
し
、
人
材
の
確
保
に
成
功
し
て
い
る
病
院
も
存
在

す
る
。
若
い
医
療
職
員
が
勤
務
し
な
い
病
院
に
将
来

は
な
い
。
積
極
的
な
人
材
確
保
が
持
続
可
能
な
医
療

提
供
体
制
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

初
期
研
修
医
の
地
域
医
療
実
習

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
基
幹
病
院
に
対
し
て
中
小

規
模
の
自
治
体
病
院
な
ど
へ
の
医
師
・
看
護
師
等
の

派
遣
を
強
化
す
る
こ
と
。
中
小
規
模
の
病
院
は
、
役

割
・
機
能
の
明
確
化
・
最
適
化
と
派
遣
元
病
院
と
の

連
携
強
化
を
図
る
こ
と
。
派
遣
さ
れ
た
医
師
・
看
護

師
等
の
受
け
入
れ
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
と

さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
医
師
の
働
き
方
改
革
に
よ

り
、
２
０
２
４
年
４
月
に
医
師
の
勤
務
時
間
の
上
限

規
制
が
導
入
さ
れ
る
中
で
、
基
幹
病
院
も
中
小
規
模

の
病
院
へ
医
師
を
派
遣
す
る
の
は
厳
し
い
面
が
あ
る
。

　

そ
の
中
で
、
医
師
の
初
期
臨
床
研
修
に
お
い
て
１

カ
月
以
上
行
う
と
さ
れ
て
い
る
地
域
医
療
研
修
は
、

地
方
の
公
立
病
院
に
と
っ
て
一
定
の
戦
力
に
な
り
、

病
院
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し

か
し
、
現
状
は
都
市
部
に
あ
る
自
治
体
病
院
に
お
い

て
、
地
域
医
療
実
習
を
当
該
自
治
体
の
診
療
所
な
ど

で
行
い
、
自
治
体
内
で
研
修
を
完
結
さ
せ
て
い
る
病

院
も
少
な
く
な
い
。
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
自
治

体
病
院
の
責
任
と
し
て
、
不
採
算
地
区
な
ど
の
地
方

の
自
治
体
病
院
へ
の
研
修
派
遣
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
を
期
待
し
た
い
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
、
不
採
算

地
区
病
院
な
ど
に
お
い
て
は
、
地
域
医
療
研
修
に
係

る
旅
費（
交
通
費
・
宿
泊
費
な
ど
）を
負
担
し
た
場
合
、

医
師
派
遣
等
に
係
る
特
別
交
付
税
措
置
の
対
象
と
な

る
た
め
、
当
該
措
置
も
活
用
し
、
そ
の
受
け
入
れ
を

積
極
的
に
働
き
掛
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
る
。
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ら
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